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平成２２年８月２０日開催第１４２回府中市建築審査会に上程された議案について、審

議の結果議事録のとおり議決された。 
 
（参考）審議概要 
 
１ 日 時 平成２２年８月２０日（金）午後３時００分～午後４時１４分 
 
２ 場 所 府中市役所北庁舎３階第1会議室 
 
３ 審議内容 
（１）同意議案  ６件 

  第８～１２号議案（個別審査） 

建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づく許可 

（敷地と道路との関係） 

   第１３号議案 
   建築基準法第５６条の２第１項ただし書の規定に基づく許可 

（日影による中高層の建築物の高さの制限） 
（２）報告    ５件 
   第１～５号（一括許可） 
   建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づく許可 

（敷地と道路との関係） 
（３）その他 
 
４ 出席委員  会 長 佐藤 淳一 
        委 員 伊東 健次 
        委 員 古川 公毅 
        委 員 松川 淳子 

委 員 吉川 徹 
 
５ 出席職員  秋山 都市整備部長 
        青木 都市整備部次長 

平  建築指導課長 
高橋 建築指導課課長補佐 
福田 建築指導課建築確認担当副主幹 
神崎 建築指導課 管理係 係長 
酒井 建築指導課 指導係 係長 
田口 建築指導課 指導係 技術職員 
大南 建築指導課 指導係 技術職員 
中山 建築指導課 管理係 技術職員 

 
６ 傍聴人   ２名 
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開  会 

 

午後３時００分 

○事務局（神崎係長） 定刻でございますので、第１４２回府中市建築審査会の開催をお

願いいたします。 

   開催に当たりまして、都市整備部長秋山よりご挨拶申し上げます。 

○秋山都市整備部長  

   委員の皆様、こんにちは。本日はお忙しい中、また暑い中をご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

   本日、ご審議いただきます案件は、建築基準法第４３条第１項ただし書に基づく同

意案件が５件、同法第５６条の２第１項の同意案件が１件、建築基準法第４３条第１

項ただし書に関する一括同意基準に係る報告が５件でございます。よろしくご審議を

賜るようお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。 

   よろしくお願いいたします。 

○事務局（神崎係長） それでは、議長、よろしくお願いいたします。 

   なお，本日、傍聴人２名ほどの申し出がありますことをご報告いたします。 

○佐藤議長 それでは、これより第１４２回府中市建築審査会を開催いたします。 

   議題に入ります前に、２点報告させていただきます。 

   １点目は、本日、委員過半数の出席がございますので、府中市建築審査会条例第４

条第２項の規定により、本会は有効に成立いたします。 

   ２点目は、府中市建築審査会条例第３条第１項第１号の規定に基づき、建築基準法

の規定に基づく同意の求めがありました。 

   これに伴い、特定行政庁より許可申請書の写し一式の送付がありましたので、こち

らに用意しております。図面等詳細な事項の確認はこちらでできますので、必要があ

ればお申し出願います。 

   続きまして、ただいま事務局からお話がありましたように、本日、傍聴の申し出が

あるということでございます。府中市建築審査会条例施行規則第３条は、会議は公開

とすることを原則としており、本日は傍聴があるということですが、公開することで

よろしいでしょうか。 

（「はい」の声） 
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   それでは、傍聴の方に入っていただいてください。 

（傍聴人入室） 

   本審査会は、府中市建築審査会条例施行規則第３条の規定により、会議を公開とす

ることといたします。ただし、同条ただし書では、裁定の評議、その他、議長が非公

開を適当と認めたときは非公開とすることができる旨の規定がありますので、議長の

判断により適宜判断させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

   続きまして、本日の審査会議事録への署名人の指定を行いたいと存じます。 

   府中建築審査会条例施行規則第４条第２項に、会長及び会議において定めた委員１

名が署名することとなっております。今回は伊東委員にお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

   お願いいたします。 

   それでは、日程１の建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づく許可の個別

審査、及び同法第５２条の２第１項ただし書規定に基づく許可の審査を行います。 

   第８号議案につきまして事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（田口技術職員） それでは、第８号議案につきましてご説明させていただきま

す。 

   場所は、全体図に示しますとおり、府中市の中央北部で、○○大学の○側付近です。 

   １ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、○○○○さん

です。申請の要旨は、一戸建ての住宅の新築、適用条文は、建築基準法第４３条第１

項高層住居専用地域、及び第一種低層住居専用地域です。 

   敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項ただし書きの規定に基

づく許可申請がなされたものです。 

   建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、そのほかは議

案書記載のとおりです。 

   ２ページをご覧ください。案内図及び配置図です。 

  左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。 

  右側は配置図です。建物の外壁面は、隣地境界線から１メートル以上離して計画し

ています。 

  ３ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。 
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  次に、４ページをご覧ください。公図写を示しております。 

  ３ページにお戻りいただきまして、道の現況図をご覧ください。写真の番号及び撮

影方向を表示しております。今回申請地が接する道は、幅員１６メートルの法第４２

条第１項第１号道路です。申請地が道路に接する長さは１．８６メートルでございま

すが、申請地の南側にございます○番○の土地所有者から、災害時に隣地へ避難する

ための門扉の設置について承諾する旨の書面が提出されており、申請地からその周囲

へ２方向の避難路が確保されております。また、申請地の路地状部分の長さは２０メ

ートル以下であり、計画建築物は準耐火建築物となっております。このことから、建

築基準法第４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基準第１の基準３に該当い

たします。 

  写真についてご説明いたします。写真①は、東側の法第４２条第１項第１号道路か

ら敷地を見た状況、写真②は、東側の法第４２条第１項第１号道路を南側から見た状

況、写真③は、敷地から東側の法第４２条第１項第１号道路を見た状況、写真④は、

敷地の路地状部分から敷地を見た状況です。 

  それでは１ページに戻っていただきまして、特定行政庁の意見です。本申請は、国

土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２）に適合するとともに、建築基準法第

４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基準第１の基準３に適合し、交通上、安

全上、防火上及び衛生上、支障がないと認められるため、次の条件を付して許可した

いと考えております。 

  条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は、１メートル以上とすること。 

  条件２、建築物を準耐火建築物とすること。 

  条件３、敷地から敷地の周囲へ２方向の避難路を確保すること。 

  以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○佐藤議長 説明が終わりましたので、委員の皆さんからご質問がありましたら、どうぞ

お願いいたします 

○伊東委員 この建物は敷地全体が準防火地域ですよね。 

○事務局（酒井係長） 当該敷地につきましては、一部が準防火地域となっておりまして、

残りが防火地域の指定がない地域ということになります。具体的に申し上げますと、

２ページの配置図をご覧ください。東側、図面上ですと右側部分の第４２条第１項第

１号道路の道路境界線から２０メートルまでは、第一種中高層住居専用地域というこ
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とで準防火地域になりまして、残りの西側部分、図面の左側部分については防火地域

の指定がない地域ということになります。 

   以上です。 

○佐藤議長 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

   ないようですので、採決を行います。 

   第８号議案につきまして、原案のとおり同意することでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声） 

   それでは、第８号議案につきまして、原案のとおり同意することといたします。 

   続きまして、第９号議案、第１０号議案につきまして、関連する案件ですので一括

して審議を行いたいと思います。 

   では、事務局、説明をお願いいたします。 

○事務局（田口技術職員） それでは、第９号議案及び第１０号議案につきまして、同じ

道に接する敷地の計画となりますので、第９号議案を中心に一括でご説明させていた

だきます。 

   場所は、全体図に示しますとおり、府中市の北西部で、府中市立府中第○小学校の

○側付近です。 

   建築計画概要でございますが、初めに第９号議案につきましてご説明させていただ

きますので、７ページをご覧ください。申請者は、○○○○さんです。申請の要旨は

一戸建て住宅の新築、適用条文は、建築基準法第４３条第１項ただし書、敷地は、府

中市○○町○丁目○番○、用途地域は、第一種低層住居専用地域です。 

   敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づ

く許可申請がなされたものです。 

   建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、そのほかは議

案書記載のとおりです。 

   続きまして、第１０号議案につきましてご説明させていただきますので、１３ペー

ジをご覧ください。申請者は、○○○○さんです。申請の要旨は、一戸建て住宅の新

築、適用条文は、建築基準法第４３条第１項ただし書、敷地は、府中市○○町○丁目

○番○、用途地域は、第一種低層住居専用地域です。 

   敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づ

く許可申請がなされたものです。 
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   建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、そのほかは議

案書記載のとおりです。 

   それでは８ページにお戻りください。案内図及び配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。 

   右側は配置図です。第９号議案及び第１０号議案共通で、建物の外壁面は隣地境界

線から５０センチメートル以上離して計画しています。また、道の中心から３メート

ルまでの位置を道路状の空地部分としています。 

   ９ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。また、１０ページは公図写を

示しております。 

   ９ページにお戻りいただきまして、道の現況図をご覧ください。写真の番号及び撮

影方向を表示しております。今回申請地が接する道の現況でございますが、西側の位

置指定道路から続く幅員４メートルの行きどまり道路となっており、現況幅員は３．

２１から３．３メートルで、幅員４メートルの道の部分に関して、道に関する協定書

が、所在の確認できない所有者を除いた所有者全員により締結されております。 

   所在の確認できない所有者が所有する道部分につきましては、１０ページの公図写

をご覧ください。位置指定道路と道の中央部分に赤道がございますが、その北側の  

○番○、○番○及び○番○の３筆でございます。当該地は複数の所有者による区分所

有となっておりますが、延べ５名の所有者のうち３名の所在が確認できないとの報告

を受けております。 

   なお、当該地は、現況、道路状となっており、固定資産税の課税においても公衆用

道路として非課税となっております。 

   また、第９号議案及び第１０号議案の敷地分割につきまして、建築基準法第４３条

第１項ただし書許可運用指針では、敷地分割を行うに当たって、容積率１００％未満

の地域は、分割後の各敷地面積を原則として１１０平方メートル以上とすることとな

っておりますが、当該地の容積率は８０％であることから、この規定が適用されるこ

ととなります。申請地の分割前の敷地面積は、道となる部分を含めると２２０平方メ

ートル以上あり、分割後も１区画は１１０平方メートル確保され、残りの１区画につ

いても１００平方メートル以上ございます。 

   また、今回、敷地分割に至った経緯としまして、第９号議案の申請者が遺産相続に

伴う相続税の納税に当たって敷地分割をし、第１０号議案の敷地を売却した事情もあ
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ることから、特定行政庁としましては、やむを得ない敷地分割であると判断しており

ます。 

   続きまして、現況写真をご覧ください。写真①は、西側の法第４２条第２項道路か

ら法第４２条第１項第５号道路を見た状況、写真②は、法第４２条第１項第５号道路

から道を見た状況、写真③は、東側から道を見た状況、写真④は、北側から敷地を見

た状況です。 

   それでは７ページに戻っていただきまして、特定行政庁の意見です。第９号議案及

び第１０号議案は、国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２）に適合すると

ともに、幅員４メートルの道の部分に関して道に関する協定書が、所在の確認できな

い所有者を除いた所有者全員により結ばれていることから、交通上、安全上、防火上

及び衛生上、支障がないと認められるため、次の条件を付して許可したいと考えてお

ります。 

   共通の条件として、条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は、０．５

メートル以上とすること。 

   条件２、完了検査時までに、道の中心線から３メートルの位置を縁石等で明確にす

るとともに、アスファルト簡易舗装等により道路状に整備し、維持すること。 

   以上の条件を付すことを、第９号議案及び第１０号議案書に記しております。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○佐藤議長 説明が終わりましたので、委員の皆様からご質問がありましたらお願いいた

します。 

○伊東委員 道路の中心線から３メートル下がるということなのですが、この１０ページ

の公図の○－○というふうに分筆されている部分、この筆で３メートル下がるところ

までが境界線ということでよろしいですね。 

○事務局（酒井係長） ８ページの配置図をご覧ください。道の中心線から２メートルま

での範囲が道の協定の範囲となりまして、残りの１メートル後退した部分につきまし

ては、当該敷地が道の延長距離３５メートルを超えておりますので、幅員６メートル

にするための後退ということになります。こちら後退した１メートルの部分につきま

しては、今、伊東委員のほうからご指摘のございました公図で申し上げますと、○番

地の○のところになるのですけれども、こちらについては、もう既に分筆登記され、

地目につきましても公衆用道路という形になっております。 
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   以上です。 

○事務局（高橋課長補佐） 今、伊東委員からありました筆を分けたところというのは、

○－○というのは、あくまでも中心から２メートルセットバックしたところで、プラ

ス１メートルのところについては分筆せずに、道状に開けておくというような条件に

なります。あくまでも４メートルの道の協定としては中心から２メートルということ

でございます。 

○吉川委員 今のに関連して確認なのですが、４メートルからさらに、道の中心から２メ

ートルから、さらにもう１メートル引いた部分については、建築計画概要の敷地面積

には含めてあるわけですね。 

○事務局（酒井係長） すみません、先ほど私のご説明が間違えておりました。大変申し

わけございません。道の境界線から１メートル後退した部分につきましては、敷地面

積に含めております。 

○吉川委員 ですので、先ほどの分割の制約云々の１１０平方メートルの中には、この後

退した部分は敷地の中として計算したわけですね。 

○事務局（酒井係長） そのとおりでございます。 

○吉川委員 すみません、もう１点、細かいことで参考までに教えていただきたいのです

が、８ページの過去の許可の経緯のところで、この道の一番奥の○側に○○さんとい

う方のものが平成１２年許可というふうになっていますが、この○○さんはこちらの

道を使った許可ではなくて、その当該敷地の○側にある、色を塗られていない道を使

っての許可でしょうか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました○○さんのお宅につきましては、○側

の道において許可を取っております。こちらの道につきましては、現況４メートルご

ざいまして、公衆用道路の扱いになっておりますので、それによって許可を受けてお

ります。 

   以上です。 

○吉川委員 もう１点いいですか。９ページの写真①の位置指定道路の位置なのですが、

９ページの写真①の、これは右側のお宅、比較的最近に塀を直された、扉、門扉を直

されたと思うのですが、そこの門扉のところのラインが位置指定のラインですか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました位置指定道路の位置でございますが、

道の現況図の①の写真でお示ししますと、現況、白い砂利敷きになっている部分も位
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置指定になりまして、現況、電柱ですとか植栽があるのですが、塀の間で計測します

と、現況４メートルあるという状況になっております。 

   補足でございますが、今、申し上げました①の写真の塀の位置が位置指定道路の位

置ということになっております。 

   以上です。 

○伊東委員 ○－○の方、この①の写真の右側の方、この方は下がっていて、その先が下

がっていないように写真では見えるのですが、違うのでしょうか。 

○事務局（酒井係長） 位置指定道路、後退していない敷地につきましては、道の現況図、

申請地の○側、○－○及び○－○の一部の塀が越境しているという状況でございまし

て、それ以外の敷地につきましては、現況４メートル確保されているという形になり

ます。今、伊東先生のご指摘のございました①の写真の中で、○－○の奥の敷地につ

きましては、植栽が越境しておりますが、塀につきましては越境しておりませんので、

こちらについては現況４メートルあるということになっております。 

   以上です。 

○佐藤議長 ○－○と○は、何も境界がないということですね。 

○事務局（酒井係長） はい、そのとおりです。 

○吉川委員 あともう１点、これも細かいことですが、９ページの道の現況図で、当該の

この敷地よりも奥のところについては、この際、記載がないわけですけれども、ここ

にも赤道が残っていて、奥のほうまで続いているようにも見えるのですが、１０ペー

ジの公図写を見ても、何かちょっと道状のものがそこから先にも少し残っていますけ

れども、最終的にはこの敷地よりも奥のところで、この部分はどうなっているのです

か。途中でもうこの赤道がとまっているか、もうここで終わってしまっているか。 

○事務局（酒井係長） 赤道につきましては、申請地東側のお宅のところでとまっておる

のですけれども、８ページの案内図をご覧ください。こちらで申し上げますと、申請

地○側、図面向かって右側の○○さんのお宅、あと○○さんのお宅、こちらの前面部

分で赤道は途切れております。 

○吉川委員 そこまでつながっていて、そこで終わっているということですね。 

○事務局（酒井係長） 現況の道についても、ここでとまっているという状況でございま

す。 

○古川委員 そうしたら、今おっしゃった○○さんのお宅と○○さん、○○さんのお宅の
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道路付けというのはどんなふうになっているのですか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました三つの敷地につきましては、現況、接

続はとれておりませんので、今後、建築計画の相談があった際には、ただし書の許可

によって進めることになると思われます。 

   以上です。 

○佐藤議長 ほかにはいかがですか。ご意見等ございませんでしょうか。ないようですの

で、採決を行いたいと思います。 

   第９号議案、第１０号議案につきまして、原案のとおり同意することでよろしいで

しょうか。 

（「異議なし」の声） 

   それでは、第９号議案、第１０号議案につきまして、原案のとおり同意することと

いたします。 

   続きまして、第１１号議案につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（田口技術職員） それでは、第１１号議案につきましてご説明させていただき

ます。 

   場所は、全体図に示しますとおり府中市の中央部で、京王線○○駅の○側付近です。 

   １９ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、○○○○さ

んです。申請の要旨は、一戸建ての住宅の新築、適用条文は、建築基準法第４３条第

１項ただし書、敷地は、府中市○○町○丁目○番○、用途地域は、第一種中高層住居

専用地域です。 

   敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づ

く許可申請がなされたものです。 

   建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、そのほかは議

案書記載のとおりです。 

   ２０ページをご覧ください。案内図及び配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。申

請地の近隣におきまして、過去７件の許可がなされております。 

   右側は配置図です。建物の外壁面は、隣地境界線から５０センチメートル以上離し

て計画しています。 

   ２１ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。また、２２ページは公図写
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を示しております。 

   ２１ページにお戻りいただきまして、道の現況図をご覧ください。写真の番号及び

撮影方向を表示しております。今回申請地が接する道は，京王電鉄が所有する道で、

現況の幅員が４メートル以上あり、一般の交通に供されており、地目が公衆用道路の

通路となっております。建築基準法第４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基

準第１の基準２の規定に基づけば、本来、道に関する協定書が道の面積の２分の１以

上及び所有権等を有する者の２分の１以上の承諾を得て結ばれる必要がございますが、

当該道に関しては、所有者である京王電鉄より、市管理課へ平成１９年１２月に、市

内の線路敷内にある赤道の付け替え交換の申請がされており、現在、赤道の面積につ

いて調査作業を行っております。平成２３年度を目途に付け替え交換が予定されてお

り、その後、市道に認定される予定となっております。 

   続きまして、現況写真をご覧ください。写真①は、西側の法第４２条第２項道路を

北側から見た状況、写真②は、西側の法第４２条第２項道路から道を見た状況、写真

③は、道から申請地を見た状況、写真④は、東側から道を見た状況です。 

   それでは１９ページに戻っていただきまして、特定行政庁の意見です。本申請は、

国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２）に適合するとともに、敷地が道路

に有効に接続する幅員４メートル以上の道の２メートル以上接していることから、交

通上、安全上、防火上及び衛生上、支障がないと認められるため、次の条件を付して

許可したいと考えております。 

   条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は、０．５メートル以上とする

こと。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○佐藤議長 説明が終わりましたので、委員の皆様からご質問がありましたらお願いいた

します。 

○松川委員 ブルーシートのかかっているのが２１年許可のものですか。そうですよね。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました申請地西側のブルーシートがかかって

いるところにつきましては、２０ページの案内図をご覧ください。申請地、黄色い縁

取りでされている部分の西側、左側部分の平成２１年度に許可したところの工事中の

現場でございます。 

   以上です。 
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○松川委員 今、建てているのですね。今、工事中。 

○事務局（酒井係長） ただいま、現在、建築中ということになっております。 

   以上です。 

○佐藤議長 ほかにはいかがでしょう。ないようですので、採決を行いたいと思います。 

   第１１号議案につきまして、原案のとおり同意することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

   それでは、第１１号議案につきまして、原案のとおり同意することといたします。 

   続きまして、第１２号議案につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（田口技術職員） それでは、第１２号議案につきましてご説明させていただき

ます。 

   場所は、全体図に示しますとおり府中市の中央部で、京王線○○駅の○側付近です。 

   ２５ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、○○○○さ

ん、○○○○さんです。申請の要旨は、一戸建ての住宅の新築、適用条文は、建築基

準法第４３条第１項ただし書、敷地は、府中市○○町○丁目○番○、用途地域は、第

一種中高層住居専用地域です。 

   敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づ

く許可申請がなされたものです。 

   建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、そのほかは議

案書記載のとおりです。 

   ２６ページをご覧ください。案内図及び配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。 

   右側は配置図です。建物の外壁面は、隣地境界線から５０センチメートル以上離し

て計画しています。 

   ２７ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。また、２８ページは公図写

を示しております。 

   ２７ページにお戻りいただきまして、道の現況図をご覧ください。写真の番号及び

撮影方向を表示しております。今回申請地が接する道でございますが、過去に地元住

民の要望により、西側の法第４２条第１項第１号道路を東側に延伸する計画があり、

申請地の土地所有者が申請地前面の現況道部分の敷地を本市に寄附しましたが、当該

道の反対側の土地所有者の反対により計画が頓挫した経過がございます。 
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   当該道の現況でございますが、西側の法第４２条第１項第１号道路から続く現況幅

員３．３から４メートルの市有通路となっており、幅員４メートルの道の部分に関し

て、敷地が道に２メートル接する位置まで、申請地の土地所有者１名による道に関す

る協定書が提出されております。このことから、建築基準法第４３条第１項ただし書

に関する個別許可基準第１の基準１に該当いたします。 

   写真①は、市有通路の東側から道を見た状況、写真②は、道から敷地を見た状況、

写真③は、西側から道を見た状況、写真④は、法第４２条第１項第１号道路から西側

を見た状況、写真⑤は、法第４２条第１項第１号道路から道を見た状況です。 

   それでは２５ページに戻っていただきまして、特定行政庁の意見です。本申請は、

国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２）に適合するとともに、建築基準法

第４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基準第１の基準１に適合し、道路と同

等の機能を有することから、交通上、安全上、防火上及び衛生上、支障がないと認め

られるため、次の条件を付して許可したいと考えております。 

   条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は、０．５メートル以上とする

こと。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○佐藤議長 説明が終わりましたので、委員の皆様からご質問がありましたらお願いいた

します。 

○伊東委員 ２８ページの公図を見ますと、これは○－○の途中までが第１号になってい

るようなのですが、それでよろしいのですか。 

○事務局（酒井係長） 茶色で塗られております第１項第１号道路につきましては、○－

○の途中までということと、あと下が、公図のほうが切れてずれていますが、その下、

○－○、この三角形の筆につきましても第１項第１号道路ということになります。 

○伊東委員 そうすると、結局○－○という土地をお持ちの方が道路の拡幅に反対された

ということになるわけですね。 

○事務局（酒井係長） 今、伊東委員からご指摘のありましたとおり、○－○、案内図で

申し上げますと、申請地南側の駐車場の土地所有者の方から協力を得られなかったた

め、道路計画が頓挫したということになっております。 

   以上です。 

○古川委員 そうすると、その２６ページの図で赤の、これは第１項第５号でしょうか、
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道が東側にありますが、それとの関係はどんなふうになっているのですか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました位置指定道路でございますが、こちら

につきましては、申請地東側、案内図で申し上げますと、○○荘、○○、○○ハイツ、

○○さん、○○荘、○○さん、こちらの並びの部分については、現況２メートル程度

の幅員という形になっておりまして、そこから南側、屈折している部分については、

現況、位置指定道路がないという状況になっております。 

○古川委員 ない。 

○事務局（酒井係長） 位置指定道路の道路形態がないということになっております。 

○古川委員 指定はされているけれども、形態はない。 

○事務局（酒井係長） 指定はされているのですが、そもそもこちらの位置指定道路は昭

和１９年に指定を受けておりまして、推測するに、指定は受けたけれども、築造はさ

れなかったということも考えられます。ですので、今後、当該位置指定道路に接する

敷地において確認申請を要する建築行為があれば、位置指定道路を復元するように指

導してまいりたいと考えております。 

   以上です。 

○伊東委員 昭和１９年ということは、位置指定道路ということではなくて、いわば建築

線がここに書き込まれていただけと。 

○吉川委員 でも、建築線は存在しているということですね。その建築線は、今回、申請

をされた敷地との関係はどうなっているのですか。建築線とは今回の敷地は離れてい

るのでしょうか。 

○事務局（酒井係長） その当該位置指定道路なのですけれども、図面の寸法も一部、縮

尺と相違している部分がございまして、現地の測量まではまださせていないですけれ

ども、私どものほうで現場を計測して確認した中では、申請地は位置指定道路に接し

ていないものと思われます。 

   以上です。 

○伊東委員 この申請者の方、○○町○丁目○番地の○という住所ですから、今回建てる

場所の隣が住所地になっていて、２６ページのところで白抜きの四角の家屋が１軒あ

りますが、こちらの方が○－○のほうにお建てになるという関係なのでしょうか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございましたとおり、２８ページの公図で申し上げ

ますと、申請地右側の○－○の地番と申請地の土地所有者は同一所有者となっており
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まして、その土地所有者のお子さんが今回申請者という形になっております。 

   以上です。 

○吉川委員 その○－○の敷地は、今、道路への出入というのは、法律上の、建築基準法

上の接道という問題は、おそらく接道はとれていないのではないかと思いますけれど

も、通常の通路的に、例えば人が出たり入ったりするというのは、この○－○の方も、

今、問題になっている、この敷地南側の、だんだん幅員が狭くなってくる、この通路

を○－○の方も使っているという状態なのでしょうか。それとも、隣のこの赤い線、

赤く敷かれた位置指定というか、建築線の道で、それが南北方向は細いけれども道が

あるというお話ですから、そちらのほうを使っておられるのでしょうか。それも両方

使っている状態なのでしょうか。 

○事務局（酒井係長） 申請地東側の敷地につきましては、南側の現況道路形態となって

いる部分から出入りをしておりますので、東側の位置指定道路からは、出入りしてい

ない状況でございます。位置指定の図面から推測しますに、今、申し上げました○－

○の地番につきまして、東側の位置指定道路が敷地内にかかってくると思われますの

で、今後、○－○の建てかえの際には、当該部分の位置指定道路を復元する必要があ

るということになります。 

   以上です。 

○吉川委員 あともう１点、今のこの南側の通路、いろいろ問題があるということは理解

したのですが、ずっと東に行くと、今の○－○の南側を通って、さらに東のほうに抜

けられる状態になっているのですか。それとも袋路になっていますか。 

○事務局（酒井係長） 今、ご指摘のございました道部分につきましては、東側から南側

に屈折しておりまして、案内図で申し上げますと、○○と○○さんのお宅の間を通り

抜けて第１項１号の道路に接続するという、通り抜けはできる形態となっております。 

○吉川委員 その権利はどうなっていますか。市が、市有通路になっていますか。 

○事務局（酒井係長） 当該部分については、市の所有とはなっておりません。 

○吉川委員 どなたか所有者がいらっしゃる。でも通路として使われていると。 

○事務局（酒井係長） 道として道路状にはなっております。 

   以上です。 

○吉川委員 了解しました。 

○佐藤議長 直接の問題ではないのですけれども、この場合、今の吉川委員の指摘の通り
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抜けか否かというのは写真を見ないとわからないのですよね。案内図面だけでは。こ

ういうときは、できれば写真を添付するように指導していただければと思います。そ

うしないと、安全性について判断ができない。 

○吉川委員 抜けられるか抜けられないか、安全性の判断で伺いました。 

○佐藤議長 そうですね。 

○吉川委員 先ほど協定が結ばれたという、道に関する協定を結んでくださったというこ

となのですけれども、それは、この協定に関する道の部分というのはこの２７ページ

の道の現況図でいうと、今回申請のあった敷地で４メートル幅にするために、狭い敷

地ですけれども、そこのところを引いてくださった、道の部分を後ろに２メートルの

長さだけセットバックしていただいた、ここの部分について協定を結んでくださった

ということですね。 

○事務局（酒井係長） 今、吉川委員のほうからご指摘のあったとおり、当該道の部分、

道の現況図で申し上げますと、三角形に後退した部分について協定を結んだというこ

とになっております。当初は現況の道路形態に合わせて、申請地南側の駐車場の方に

ご協力いただいて４メートルの協定を結ぶという形で進めていたのですが、そちらの

協力が得られなかったということで、敷地に食い込む形で道の協定を結んだという結

果になっております。 

   以上です。 

○古川委員 そうすると、○－○の方が建てかえる際は、どういうふうにされるのですか。

その４メートルのセットバックを延ばしていくということなのでしょうか。 

○事務局（酒井係長） ○－○の建てかえの際には、位置指定道路を復元していただいて、

その位置指定道路に接道するという形で確認申請が出されるものと思われます。 

○古川委員 復元するにはいろいろな方法があると、そういう意味ですか。 

○事務局（高橋課長補佐） 実は、当該位置指定につきましては、過去に既に位置を決め

るべく土地所有者で話し合いが行われておりまして、この○○○○という、この周辺

をもともとお持ちの方が、南側の駐車場も含めまして○○さんという方がこの一帯を

お一人でお持ちになっておりまして、○○さんからこの土地を今回の所有者である○

○さんが購入されているような形になっています。○○さんの主張としましては、こ

の位置指定道路については東側の現況道路端から西へ、いわば○○さんのほうへ食い

込むような形で一方４メートルだという主張なのですが、○○さんのほうと折り合っ
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ていないというような状況にございます。もう一度、今後、○○さんと○○さんとを

含めてその辺を協議しながら、位置出しというのを行っていっていただくような形に

なるというふうに認識しております。 

   以上です。 

○古川委員 はい、わかりました。 

○佐藤議長 ほかにはいかがでしょうか。ほかにないようですので、採決を行いたいと思

います。 

   第１２号議案につきまして、原案のとおり同意することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

   それでは、第１２号議案につきましては、原案のとおり同意することといたします。 

   続きまして、第１３号議案につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（大南技術職員） 第１３号議案、建築基準法第５６条の２第１項ただし書の規

定に基づく許可についてご説明させていただきます。 

   場所は、全体図に示しますとおり府中市の北東部で、法務局の南側に位置しており

ます。 

   初めに３１ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、府中

市代表者府中市長野口忠直、申請の要旨は、小学校の増築、適用条文は、建築基準法

第５６条の２第１項ただし書、敷地の地名・地番は、東京都府中市○○町○丁目○番

○ほか記載のとおりです。用途地域は、準住居地域、第一種中高層住居専用地域及び

第一種低層住居専用地域です。 

   申請に係る建築物の概要につきまして、敷地面積１万７，８５７．４平方メートル、

建築面積は１２．３８平方メートル、延べ面積は１２．３８平方メートル、高さは２．

７１メートルです。構造及び階数は、鉄骨造、地上１階建てです。 

   ３１－２ページをご覧ください。申請者からの許可申請理由者です。申請に至る経

緯でございますが、本申請は、生徒の増加に伴う教材及び備品などを保管する倉庫を

増築する計画です。日影規制についての法施行年月日は、昭和５２年１１月１日であ

り、既存建築物の確認年月日は昭和３９年４月２０日で、日影規制が法施行される前

に竣工されていることから、日影規制に適合していない既存校舎は既存不適格建築物

となっております。 

   なお、平成１７年度には、校舎の増築において、平成１７年１２月２０日付で、建
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築基準法第５６条の２第１項ただし書の規定に基づく許可を受けております。 

   ３２ページをご覧ください。用途地域図です。申請地は、黒い線で囲まれた斜線部

分で、準住居地域、第一種中高層住居専用地域、及び第一種低層住居専用地域となっ

ております。日影規制は、準住居地域は測定水平面の高さ４メートル、敷地境界線か

らの水平距離が５メートルを超える範囲においては４時間、１０メートルを超える範

囲においては２．５時間、第一種中高層住居専用地域は、測定水平面高さ４メートル、

敷地境界線からの水平距離が５メートルを超える範囲においては３時間、１０メート

ルを超える範囲においては２時間、第一種低層住居専用地域は、測定水平面高さ１．

５メートル、敷地境界線からの水平距離は、５メートルを超える範囲においては３時

間、１０メートルを超える範囲においては２時間です。 

   ３３ページをご覧ください。周辺状況図です。申請地の周辺状況につきましては、

北側は市道の学園通りに沿っており、西側は墓地に面し、東側及び南側は主に住宅地

となっております。 

   なお、着色の凡例につきましては、図面右側に示しております。 

   ３４ページをご覧ください。案内図と配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地はほぼ中央で、黒色の斜線部分です。 

   右側の配置図をご覧ください。ピンク色で着色された部分が申請建物で、灰色で着

色された丸で囲まれた部分のある１５棟の建物が既存建物です。建物の各部分の高さ

につきましても、それぞれ表示しております。 

   なお、平成１７年度に建築基準法第５６条の２第１項ただし書の規定に基づく許可

を受けた建築物でございますが、申請地北西側の棟番号１６番の校舎です。 

   敷地の周囲の状況でございますが、敷地北側は、幅員１２メートルの建築基準法第

４２条第１項第１号の道路に接道しております。敷地東側及び南側は、幅員５メート

ルの建築基準法第４２条第１項第１号の道路及び幅員６メートルの建築基準法第４２

条第１項第５号の道路に接道しております。敷地西側は、墓地に接しております。 

   ３５ページをご覧ください。平面図・立面図・断面図です。中央右側の断面図をご

覧ください。最高高さは２．７１メートルです。 

   ３６ページをご覧ください。時刻日影図です。 

   ３７ページをご覧ください。等時間日影図です。敷地北側の学園通りから南側へ、

２０メートルの範囲の準住居地域においては、オレンジ色の線が２．５時間、緑色の
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線が４時間の日影時間となります。敷地北側の学園通りから南側へ２０メートルの範

囲を超えた、申請地の周囲の第一種低層住居専用地域においては、赤色の線が２時間、

青色の線が３時間の日影時間となりまして、西側の黒色の斜線部分が２時間の日影規

制の既存不適格範囲を表示しております。日影の既存不適格範囲は、西側の墓地にな

っております。 

   ３８ページをご覧ください。現況写真です。中央の図面にアルファベットで撮影位

置及び矢印で写真の撮影方向を示しております。写真Ａは、申請地西側の隣地より、

既存不適格範囲を見た写真です。写真Ｂは、申請地西側の隣地より、既存不適格建築

物の校舎を見た写真です。写真Ｃは、申請地の既存不適格建築物の校舎から、西側隣

地の準住居地域を見た写真です。写真Ｄは、申請地中央の校庭より、西側の既存不適

格建築物の校舎を見た写真です。写真Ｅは、申請地北東側より申請建物の位置を見た

写真です。写真Ｆは、申請地北東側の道路より、申請建物の位置を見た写真です。 

   それでは３１ページに戻っていただきまして、特定行政庁の意見です。本計画は、

次の理由から土地の状況等により周囲の居住環境を害するおそれがないと認められる

ため、許可したいと考えております。 

   １、増築部分を含んだ日影の評価において、不適格な日影時間の部分は増加しない。 

   ２、増築部分は、日影規制に適合する。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○佐藤議長 説明が終わりましたので、委員の皆様からご質問がありましたらお願いいた

します。 

○伊東委員 この日影の不適格を出しているのは、おそらく②の高さ１６．７メートルの

校舎かなと、これが一番大きい影響かなと思うのですが、この校舎②は、建築時点と

いうのが昭和３９年ぐらいだというご説明ですか。 

○事務局（酒井係長） 既存不適格建築物につきましては、今、伊東委員からご指摘のあ

りましたとおり②の校舎になりまして、こちらにつきましては、昭和４９年に確認処

分を受けております。 

   以上です。 

○伊東委員 日影の問題とは関係ないのですが、ここはもう耐震はチェックが終わってい

る建物ですか。 

○事務局（酒井係長） こちらにつきましては、３８ページの写真をご覧ください。Ｄの
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写真なのですけれども、ちょうど今、耐震改修の工事を行っている最中になっており

ます。 

   以上です。 

○伊東委員 耐震改修をやるときというのは確認は要らないのですか。 

○事務局（酒井係長） 耐震改修工事につきましては、確認申請は必要としませんので、

第５６条の２の許可も必要ないということになります。 

   以上です。 

○佐藤議長 ほかにいかがですか。ないようなので、採決を行いたいと思います。 

   第１３号議案につきまして、原案のとおり同意することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

   それでは、第１３号議案につきまして、原案のとおり同意することといたします。 

   続きまして、建築基準法第４３条第１項ただし書に関する一括許可同意基準に係る

報告について、事務局からお願いいたします。 

○事務局（田口技術職員） それでは、報告第１号から第３号まで、同じ道に接する道の

計画となりますので、報告第１号を中心に一括でご説明させていただきます。 

   場所は、全体図に示しますとおり府中市の南東部で、府中市立府中○○小学校の北

側付近です。 

   ４１ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、株式会社○

○です。申請の要旨は、一戸建ての住宅の新築、適用条文は、建築基準法第４３条第

１項ただし書です。そのほかは報告書記載のとおりでございます。 

   申請地が接する道でございますが、建築基準法第４３条第１項ただし書に関する一

括許可同意基準の基準２に該当する、道路に有効に接続する、地方公共団体から管理

証明が得られた幅員４メートル以上の道です。 

   許可条件としましては、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は０．５メート

ル以上とすることです。 

   それでは４２ページをご覧ください。案内図及び配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。申

請地の東側は、過去に許可した敷地を示しております。 

   右側の配置図をご覧ください。建物の外壁面は隣地境界線から５０センチメートル

以上離して計画しています。 
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   ４３ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。道の現況図をご覧ください。

写真の番号及び撮影方向を表示しております。今回申請地が接する道の現況でござい

ますが、北側の法第４２条第１項第１号道路から続く幅員４メートルの行きどまりの

市有通路となっており、延長距離３５メートル以内に転回広場を設けております。 

   なお、報告第１号から第３号の敷地につきましては、敷地分割しておりますが、各

区画の敷地面積は１１０平方メートル以上確保されております。 

   続きまして、現況写真をご覧ください。写真①は、北側の法第４２条第１項第１号

道路から道を見た状況、写真②は、北側の法第４２条第１項第１号道路を見た状況、

写真③は、道の回転広場を見た状況、写真④は、申請地を見た状況です。 

   なお、報告第１号から第３号につきましては、平成２２年７月２２日付で許可して

おります。 

   以上で報告第１号から第３号の説明を終わります。 

   続きまして、報告第４号及び第５号につきまして、同じ道に接する敷地の計画とな

りますので、報告第４号を中心に一括でご説明させていただきます。 

   場所は、全体図に示しますとおり府中市の北西部で、府中市立府中第○小学校の○

側付近です。 

   ５０ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は、株式会社○

○です。申請の要旨は、一戸建ての住宅の新築、適用条文は、建築基準法第４３条第

１項ただし書です。そのほかは報告書記載のとおりです。 

   本件は、平成２０年７月に個別審査により許可を受けた後に、申請者の変更に伴い

建築計画の変更があったもので、変更後の建築物の用途及び構造が変更前と同一で、

変更後の階数及び面積などの規模が変更前と同等であると認められたため、建築基準

法第４３条第１項ただし書許可運用指針第４のただし書に基づき、一括許可と同様の

扱いとしたものです。 

   許可条件としましては、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は０．５メート

ル以上とすることです。 

   それでは５１ページをご覧ください。案内図及び配置図です。 

   左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた部分です。 

   右側は配置図です。建物の外壁面は、隣地境界線から５０センチメートル以上離し

て計画しています。 
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   ５２ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。道の現況図をご覧ください。

今回申請地が接する道の現況でございますが、西側の法第４２条第１項第５号道路か

ら続く幅員４メートルの道に関する協定が締結された道となっており、終端部に転回

広場を設けております。 

   現況写真をご覧ください。写真①は、西側の法第４２条第１項第５号道路から道を

見た状況、写真②は、道から申請地を見た状況、写真③は、転回広場を見た状況、写

真④は、道から転回広場と法第４２条第１項第５号道路を見た状況です。 

   なお、報告第４号及び第５号につきましては、平成２２年７月２７日付で許可をし

ております。 

   以上で報告第４号及び第５号の説明を終わります。 

   以上です。 

○佐藤議長 報告が終わりましたので、委員の皆様からご質問がありましたらお願いいた

します。 

○古川委員 ４５ページの図で見ますと、黄色いところはこれでわかるのですが、その先

ですね。○○さんでしょうか、それから○○さん、○○さん、○○さん、○○さん、

○○さん、これはどういうふうな道路付けになるのですか。 

○事務局（酒井係長） 案内図で黄色く着色されている部分につきましては、現況、市有

通路となっておりますが、その先につきましては、基準法上の道路の扱いにもなって

おりません。市有通路の位置づけにもなっておりませんので、今後、建築計画がある

際には、第４３条ただし書で進めるということで、協定が必要になってくるというこ

とになります。 

   以上です。 

○伊東委員 つまらないことですけれども、５２ページの写真、②と③が入れ違っている

のではないかと。 

○事務局（酒井係長） 今、伊東委員からご指摘のあったとおり、写真については、これ

は入れかわっております。申しわけございません。 

○佐藤議長 よろしいですか。それでは、建築基準法第４３条第１項ただし書に関する一

括許可同意基準に係ります報告につきまして、了承することといたします。 

   続きまして、日程２その他について、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（神崎係長） 事務局から１点ございます。次回の建築審査会についてですが、
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日時は１０月１５日、金曜日、会場は府中市役所北庁舎３階、第２会議室で３時から

の予定となりますので、よろしくお願いいたします。 

   以上です。 

○佐藤議長 予定どおりということですね。 

   そのほかに何かありますか。ないようですので、本日の議題はすべて終了いたしま

した。 

   ただいまをもちまして、第１４２回府中市建築審査会を閉会いたします。ご苦労さ

までした。 

午後４時１４分 

 

閉  会 


